
基本的な考え方

　ヤマトグループは車両保有台数が多く、公共の道路を主要な事業の場として

使用しています。そのため、当社グループの事業が社会に与える影響は大変 
大きく、地域の安全確保は重要な責務であると考えています。また、交通安全

は車両に乗務する社員の労働安全という側面もあり、22万人を超える社員に
より事業を営む当社グループにとって重要な課題であると認識しています。

　当社グループは、「人命の尊重と安全の確保」という企業姿勢に基づき、いか

なる時も人命の尊重を最優先すべく、「安全第一、営業第二」の理念を徹底し

ています。一定の事業規模のある一般貨物自動車運送事業者は、安全管理規

程を定め、国土交通大臣に届け出ることが義務付けられており、当社グループ

の該当する事業会社は安全管理規程を定めています。当社グループは、法律が

示す「経営トップのリーダーシップで、組織的・継続的に安全マネジメントを推

進する」という考え方を特に重視し、取組みを進めています。

安全管理体制

　安全管理規程に基づき、各社がそれぞれの安全管理体制を構築しています。

　経営トップのリーダーシップのもと、運輸安全マネジメントの実効性が高まる

よう、運輸の現場と管理部門が連携を取り、組織的なマネジメントが行える体

制を整備しています。

　また、重大な運輸に関する事故などの重要な情報に関しては、ヤマトグルー

プを統括するヤマトホールディングスに共有される仕組みを有しており、グルー

プ全体で輸送の安全を推進しています。

  安全に関する実績（国内連結会社および株式会社スワン）
項目 2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期

重大交通事故件数*1 3 1 1

重大労働災害件数*2 0 1 1

*1 死亡交通事故（有責）
*2 死亡労働災害

運転適性診断の受診

　自動車運送事業者は雇用する運転者に対し、国土交通省が認定する「適性診

断」を受診させる義務があります。ヤマトグループのドライバーは、適時「運転適

性診断」を受診しています。診断の種類には、義務診断（初任診断、適齢診断、

特定診断）と任意診断（一般診断）がありますが、当社グループのドライバーは、

義務診断のほか、安全運転のために、3年に一度、一般診断も受診しています。
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セールスドライバーの育成（ヤマト運輸）

　安全運転を厳守する優秀なセールスドライバーを育成するため、日 の々きめ細

かな指導に取り組んでいます。厳しい適性検査を経て採用されたヤマト運輸の

セールスドライバーは、入社後約1か月にわたる安全教育などの入社時研修を受
け、社内免許を取得した後、初めて実際の乗務につくことができます。その後も、

入社1年後研修、安全指導長・管理者による定期的な添乗指導・路上パトロー
ル、3年に1回の運転適性診断などを通して、安全運転に磨きをかけていきます。

データの利活用による安全運転教育の高度化（ヤマト運輸）

　ヤマト運輸は、速度や駐車位置情報、走行映像、GPSアンテナから得た情報
で作成する走行軌跡など様々な運行データを収集する車載端末*を、全集配
車両へ順次搭載しています。この車載端末で収集し、一元管理する運行データ

を可視化・分析することにより、安全指導長等がセールスドライバーの運転特

性をより具体的に把握し、一人ひとりの運転特性に応じた未然防止型の安全

運転教育を実施するなど、安全・安心への取組みをさらに強化しています。

*2021年3月期中に全集配車両に搭載予定

安全意識と技術の向上に向けてコンテストを開催

　ヤマト運輸では、プロドライバーとしての安全運転のレベルアップと、全社の

安全意識や運転技術の向上を目的として、「ヤマト運輸全国安全大会」を2010
年より毎年開催しています。2018年の第8回大会では、全国の各主管支店や
支社の予選を勝ち抜いたセールスドライバー38名、運行管理者13名が出場し、
安全運転に必要な運転技術・知識を競い合いました。

　また、車両の整備事業を営むヤマトオートワークスでは、整備技術・お客様

応対のスキルを競い合うコンテストを開催しています。整備技術の安全性・正

確性、整備のスピード、同僚との連携の巧みさ、お客様応対スキルや保険の知

識などを競うことで、安全意識や技術、知識の向上につなげています。

安全運転に徹するプロドライバーに報いる無事故表彰

　ヤマトグループの「安全第一」は、ドライバーの日 の々安全運転に支えられてい

ます。ヤマト運輸、ヤマトホームコンビニエンス、ヤマトグローバルエキスプレス、

沖縄ヤマト、ヤマトマルチチャーター、ヤマトボックスチャーターでは、安全運転

に優れ、無事故を続けるドライバーに対し、毎年、表彰と褒賞を行っています。

　このほか、ヤマト運輸では2019年3月期、1年間無事故・無災害を達成した
3,135店を安全優良店として表彰を行いました。

安全指導長による指導

無事故表彰の様子

・ 安全指導長による1年
に1回以上の添乗指
導・路上パトロール

・ 3年に一度の運転適
性診断

 社内教育の流れ

入社時研修

社内免許取得

入社1年後研修

社内免許更新（3年ごと）

無事故表彰へ

乗務

  より詳しい情報は、当社ホームページ「CSRの取り組み」をご覧ください。　 
https://www.yamato-hd.co.jp/csr/index.html
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